
P2 年頭所感
P5

災害に備える
多様な主体の連携・協働を目指して

特集

ひょうごの福祉NOW

インフォメーション

P8

P9

「ストップ・ザ・無縁社会」地域での支え合い

みんなでつくるひょうごの福祉
障害者と学生が笑顔になれる場所へ
～障害者就労支援スペース「あしかふぇ」～

豊かな香り・甘み・柔らかさが特長の
「岩津ねぎ」（朝来市）は、日本三大葱の一つ。

お鍋に入れると温まるね。

P10

P12

1月15～21日は、「防災とボランティア週間」です。
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兵
庫
県
社
会
福
祉
協
議
会
　
会
長  

吉
本 

知
之

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

　

県
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し

て
は
、
日
頃
よ
り
地
域
福
祉
の

推
進
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、

厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
現
在
、
国
で
は
、
地
域
を
基
盤
と
し
た
包
括
的
な
相
談

支
援
体
制
の
整
備
な
ど
、
「
地
域
共
生
社
会
」
の
実
現
に

向
け
た
取
り
組
み
が
本
格
化
し
て
き
て
い
ま
す
。

　

本
県
で
も
、
社
会
福
祉
法
の
改
正
を
踏
ま
え
た
「
兵
庫

県
地
域
福
祉
支
援
計
画
（
第
４
期
）
」
の
策
定
が
進
め
ら
れ

て
お
り
、
地
域
福
祉
を
め
ぐ
る
制
度
・
政
策
が
転
換
期
に
あ

る
中
で
、
市
町
に
お
け
る
地
域
福
祉
の
推
進
に
向
け
た
、
具

体
的
な
支
援
策
が
検
討
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
本
会
の
中
期
計
画
で
あ
る

「
２
０
２
０
年
計
画
」
は
後
半
を
迎
え
る
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。
本
会
と
し
て
も
、
同
計
画
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
で
あ
る

「
認
め
合
い　
と
も
に
つ
な
が
り　
支
え
合
う　
み
ん
な

で
つ
く
る　

ひ
ょ
う
ご
の
福
祉
」
を
改
め
て
見
つ
め
直

し
、
さ
ま
ざ
ま
な
地
域
の
主
体
と
協
働
し
て
、
県
域
・
市

町
域
に
お
け
る
地
域
共
生
社
会
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
く

所
存
で
す
。

　
本
県
の
地
域
福
祉
の
発
展
に
向
け
て
、
各
種
事
業
を
着

実
に
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
皆
様
の
さ
ら
な
る
ご

支
援
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

兵
庫
県
知
事

地
域
福
祉
の
さ
ら
な
る

推
進
に
向
け
て

兵
庫
の
新
た
な
歴
史
を
築
く

新
年
あ
け
ま
し
て

　

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　
新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
四
月
に
は
平
成
が
終
わ
り
、
五
月
か
ら
新
元
号
の
新
た

な
時
代
が
幕
を
開
け
ま
す
。
さ
ら
に
、
九
月
の
ラ
グ
ビ
ー

ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
世
界
大
会
を
皮
切
り
に
二
〇
二
一
年
の

ワ
ー
ル
ド
マ
ス
タ
ー
ズ
ゲ
ー
ム
ズ
二
〇
二
一
関
西
に
続

く
ゴ
ー
ル
デ
ン
ス
ポ
ー
ツ
イ
ヤ
ー
ズ
が
は
じ
ま
り
ま
す
。

二
〇
二
五
年
大
阪
万
博
の
開
催
も
決
定
し
ま
し
た
。
今

後
、
日
本
、
関
西
、
兵
庫
に
世
界
の
関
心
が
集
ま
る
こ
と

で
し
ょ
う
。

　
兵
庫
は
、
神
戸
港
の
開
港
以
来
、
海
外
の
文
化
や
産
業

を
取
り
入
れ
日
本
を
先
導
し
て
き
ま
し
た
。
そ
れ
だ
け

に
、
こ
の
機
を
捉
え
、
世
界
の
成
長
を
呼
び
込
み
、
人
口

減
少
と
高
齢
化
が
同
時
に
進
む
中
で
も
、
将
来
に
わ
た
り

活
力
に
満
ち
た
地
域
と
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
五
国
の
多
様
性
を
活
か
し
、
「
兵
庫
二
〇
三
〇
年
の
展

望
」
が
描
く
自
分
ら
し
い
生
活
や
働
き
方
が
で
き
る
「
す

こ
や
か
兵
庫
」
の
実
現
を
め
ざ
し
て
、
新
時
代
の
ふ
る
さ

と
兵
庫
を
創
り
ま
す
。

　
第
一
は
、
安
全
安
心
で
豊
か
な
暮
ら
し
の
実
現
。
頻
発
す

る
自
然
災
害
や
来
る
べ
き
大
規
模
災
害
へ
の
備
え
を
強
化

し
ま
す
。
ま
た
、
子
育
て
環
境
の
充
実
や
医
療
介
護
体
制
の

確
保
な
ど
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
基
盤
を
つ
く
り
ま
す
。

　
第
二
は
、
未
来
へ
続
く
地
域
活
力
の
創
出
。
次
世
代
産

業
の
創
出
や
新
事
業
展
開
の
促
進
、
農
林
水
産
業
の
基
幹

産
業
化
を
進
め
ま
す
。
ま
た
、
地
域
と
世
界
で
活
躍
で
き

る
人
材
の
育
成
に
加
え
、
誰
も
が
生
涯
活
躍
で
き
る
よ

う
、
学
び
直
し
や
多
様
な
働
き
方
を
支
援
し
ま
す
。

　
第
三
は
、
国
内
外
と
の
交
流
・
環
流
の
拡
大
。
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
対
策
な
ど
内
外
か
ら
の
誘
客
促
進
や
五
国
の
持
つ

資
源
を
生
か
し
た
ツ
ー
リ
ズ
ム
人
口
の
拡
大
、
県
外
県
民

「
ひ
ょ
う
ご
e

-

県
民
」
の
登
録
な
ど
人
口
の
環
流
促
進

を
図
り
ま
す
。
高
速
道
路
の
整
備
や
空
港
、
港
湾
の
有
効

利
用
な
ど
交
流
の
基
盤
と
な
る
交
通
イ
ン
フ
ラ
を
充
実
し

ま
す
。

　
い
つ
の
時
代
も
、
ふ
る
さ
と
の
将
来
に
夢
や
希
望
を
持

ち
、
果
敢
に
挑
む
人
々
が
兵
庫
の
明
日
を
切
り
拓
い
て
き

ま
し
た
。
兵
庫
の
新
た
な
歴
史
を
築
く
た
め
の
第
一
歩
を

共
に
踏
み
出
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
　
兵
庫
県 

一
五
〇
年 

新
ス
タ
ー
ト

　
　
　
　
五
国
を
活
か
し 

す
こ
や
か
め
ざ
す

年
頭
所
感

兵
庫
県
社
会
福
祉
協
議
会

役
員
一
同

会
　
長

　
吉
本 

知
之

副
会
長

　
長
井 

克
己

　
　
（
丹
波
市
社
会
福
祉
協
議
会 

会
長
）

　
婦
木　

 

治

　
　
（
県
社
会
福
祉
法
人
経
営
者
協
議
会 

会
長
）

　
亀
田 

龍
昇

　
　
（
県
民
生
委
員
児
童
委
員
連
合
会 

会
長
）

　
玉
田 

敏
郎

　
　
（
神
戸
市
社
会
福
祉
協
議
会 

理
事
長
）

副
会
長
兼
常
務
理
事

　
福
田 

好
宏

理
　
事

　
安
田 

末
廣

　
　
（
川
西
市
社
会
福
祉
協
議
会 

会
長
）

　
近
藤 

龍
樹

　
　
（
播
磨
町
社
会
福
祉
協
議
会 

会
長
）

　
竹
本 

眞
由
美

　
　
（
福
崎
町
社
会
福
祉
協
議
会 

理
事
長
）

　
倉
内 　
晋

　
　
（
新
温
泉
町
社
会
福
祉
協
議
会 

会
長
）

　
廣
地 

タ
マ
ヘ

　
　
（
洲
本
市
社
会
福
祉
協
議
会 

会
長
）

　
松
尾 

幸
惠

　
　
（
県
民
生
委
員
児
童
委
員
連
合
会 

副
会
長
）
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兵
庫
県
共
同
募
金
会
　
会
長
　
菅
原
　
巖

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

　
日
頃
よ
り
赤
い
羽
根
共
同
募
金

運
動
に
格
別
の
ご
理
解
と
ご
支
援

を
賜
り
、
厚
く
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
共
同
募
金
は
赤
い
羽
根
ひ
ょ
う
ご
ス
ロ
ー
ガ
ン

「
助
け
合
い 

広
が
る 

つ
な
が
る　
赤
い
羽
根
」
の
も
と
、

募
金
目
標
額
を
６
億
８
７
９
６
万
９
千
円
（
歳
末
含
む
）
と

し
て
１０
月
１
日
か
ら
募
金
活
動
を
開
始
し
、
本
年
３
月
３１

日
ま
で
の
６
カ
月
間
の
運
動
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

　
昨
年
は
豪
雨
や
台
風
、
地
震
等
大
き
な
自
然
災
害
が
相

次
ぎ
、
被
災
地
に
お
か
れ
て
は
被
災
さ
れ
た
方
々
へ
の
息

の
長
い
支
援
が
必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
家
族
形

態
の
多
様
化
に
伴
う
新
た
な
福
祉
・
生
活
課
題
に
取
り
組

む
必
要
が
あ
り
、
地
域
で
の
支
え
合
い
・
助
け
合
い
の
力

に
よ
る
地
縁
社
会
の
再
構
築
が
ま
す
ま
す
重
要
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

共
同
募
金
は
県
民
の
皆
さ
ま
の
共
鳴
と
共
感
の
力
を
得

て
、
助
け
合
い
な
が
ら
社
会
貢
献
活
動
に
取
り
組
め
る
社

会
を
目
指
し
た
い
と
考
え
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
「
地

域
福
祉
の
推
進
」
に
共
同
募
金
が
有
効
に
活
用
さ
れ
る
よ

う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
本
年
も
な
お
一
層
の
ご
支
援

を
賜
り
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

皆
さ
ま
の
ま
す
ま
す
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
祈
念
い

た
し
ま
し
て
、
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

共
鳴
・
共
感
の

共
同
募
金
運
動
へ

　
新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
四
月
に
は
平
成
が
終
わ
り
、
五
月
か
ら
新
元
号
の
新
た

な
時
代
が
幕
を
開
け
ま
す
。
さ
ら
に
、
九
月
の
ラ
グ
ビ
ー

ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
世
界
大
会
を
皮
切
り
に
二
〇
二
一
年
の

ワ
ー
ル
ド
マ
ス
タ
ー
ズ
ゲ
ー
ム
ズ
二
〇
二
一
関
西
に
続

く
ゴ
ー
ル
デ
ン
ス
ポ
ー
ツ
イ
ヤ
ー
ズ
が
は
じ
ま
り
ま
す
。

二
〇
二
五
年
大
阪
万
博
の
開
催
も
決
定
し
ま
し
た
。
今

後
、
日
本
、
関
西
、
兵
庫
に
世
界
の
関
心
が
集
ま
る
こ
と

で
し
ょ
う
。

　
兵
庫
は
、
神
戸
港
の
開
港
以
来
、
海
外
の
文
化
や
産
業

を
取
り
入
れ
日
本
を
先
導
し
て
き
ま
し
た
。
そ
れ
だ
け

に
、
こ
の
機
を
捉
え
、
世
界
の
成
長
を
呼
び
込
み
、
人
口

減
少
と
高
齢
化
が
同
時
に
進
む
中
で
も
、
将
来
に
わ
た
り

活
力
に
満
ち
た
地
域
と
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
五
国
の
多
様
性
を
活
か
し
、
「
兵
庫
二
〇
三
〇
年
の
展

望
」
が
描
く
自
分
ら
し
い
生
活
や
働
き
方
が
で
き
る
「
す

こ
や
か
兵
庫
」
の
実
現
を
め
ざ
し
て
、
新
時
代
の
ふ
る
さ

と
兵
庫
を
創
り
ま
す
。

　
第
一
は
、
安
全
安
心
で
豊
か
な
暮
ら
し
の
実
現
。
頻
発
す

る
自
然
災
害
や
来
る
べ
き
大
規
模
災
害
へ
の
備
え
を
強
化

し
ま
す
。
ま
た
、
子
育
て
環
境
の
充
実
や
医
療
介
護
体
制
の

確
保
な
ど
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
基
盤
を
つ
く
り
ま
す
。

　
第
二
は
、
未
来
へ
続
く
地
域
活
力
の
創
出
。
次
世
代
産

業
の
創
出
や
新
事
業
展
開
の
促
進
、
農
林
水
産
業
の
基
幹

産
業
化
を
進
め
ま
す
。
ま
た
、
地
域
と
世
界
で
活
躍
で
き

る
人
材
の
育
成
に
加
え
、
誰
も
が
生
涯
活
躍
で
き
る
よ

う
、
学
び
直
し
や
多
様
な
働
き
方
を
支
援
し
ま
す
。

　
第
三
は
、
国
内
外
と
の
交
流
・
環
流
の
拡
大
。
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
対
策
な
ど
内
外
か
ら
の
誘
客
促
進
や
五
国
の
持
つ

資
源
を
生
か
し
た
ツ
ー
リ
ズ
ム
人
口
の
拡
大
、
県
外
県
民

「
ひ
ょ
う
ご
e

-

県
民
」
の
登
録
な
ど
人
口
の
環
流
促
進

を
図
り
ま
す
。
高
速
道
路
の
整
備
や
空
港
、
港
湾
の
有
効

利
用
な
ど
交
流
の
基
盤
と
な
る
交
通
イ
ン
フ
ラ
を
充
実
し

ま
す
。

　
い
つ
の
時
代
も
、
ふ
る
さ
と
の
将
来
に
夢
や
希
望
を
持

ち
、
果
敢
に
挑
む
人
々
が
兵
庫
の
明
日
を
切
り
拓
い
て
き

ま
し
た
。
兵
庫
の
新
た
な
歴
史
を
築
く
た
め
の
第
一
歩
を

共
に
踏
み
出
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
　
兵
庫
県 

一
五
〇
年 

新
ス
タ
ー
ト

　
　
　
　
五
国
を
活
か
し 

す
こ
や
か
め
ざ
す

　
祐
村　

 

明

　
　
（
神
戸
市
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会 

理
事
長
）

　
小
林 

公
正

　
　
（
県
保
育
協
会 

会
長
）

　
石
田 

文
徳

　
　
（
県
老
人
福
祉
事
業
協
会 

会
長
）

　
黒
川 

恭
眞

　
　
（
神
戸
市
社
会
福
祉
協
議
会
施
設
部
会 

部
会
長
）

　
井
上 

真
二

　
　
（
神
戸
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ 

総
主
事
）

　
和
田　
修

　
　
（
県
身
体
障
害
者
福
祉
協
会 

理
事
長
）

　
中
川 

寿
子

　
　
（
生
活
協
同
組
合
コ
ー
プ
こ
う
べ 

常
勤
理
事
）

　
金
澤 

和
夫

　
　
（
県
副
知
事
）

　
小
西 

康
生

　
　
（
神
戸
大
学 

名
誉
教
授
）

　
大
和 

三
重

　
　
（
関
西
学
院
大
学 

教
授
）

　
福
井 

義
三

　
　
（
元
県
社
会
福
祉
協
議
会 

常
務
理
事
）

監
　
事 

　
馬
場 

俊
彦

　
　
（
三
田
市
社
会
福
祉
協
議
会 

会
長
）

　
光
岡 

研
士

　
　
（
県
知
的
障
害
者
施
設
協
会 

副
会
長
）

　
松
山 

康
二

　
　
（
公
認
会
計
士
）
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兵庫県社会福祉協議会では、県民・福祉関係者の
皆さまからのさまざまな相談を受け付けています。

社会福祉法人兵庫県社会福祉協議会
（神戸市中央区坂口通2-1-1） TEL 078-242-4633(代表)
※土日・祝日・年末年始は休業 URL https://www.hyogo-wel.or.jp/

（神戸市中央区東川崎町1-1-3 神戸クリスタルタワー6階）
TEL 078-360-8845（月～金曜9：00～19：00、土曜9：00～17：00）

※日曜、祝日、GW、盆、年末年始は休館 
※NPO相談は要予約（月曜11：00～19：00、土曜9：00～17：00）

ボランタリー活動に関するご相談は
ひょうごボランタリープラザ

TEL 078-271-3881

福祉の仕事・資格に関するご相談は
福祉人材センター

一
般
社
団
法
人
　
兵
庫
県
老
人
福
祉
事
業
協
会

一
般
社
団
法
人
　
兵
庫
県
介
護
老
人
保
健
施
設
協
会

一
般
社
団
法
人
　
兵
庫
県
知
的
障
害
者
施
設
協
会

公
益
社
団
法
人
　
兵
庫
県
保
育
協
会

一
般
社
団
法
人
　
兵
庫
県
児
童
養
護
連
絡
協
議
会

　
　
　
　
　
　
　
兵
庫
県
乳
児
院
連
盟

特
定
非
営
利
活
動
法
人
　
兵
庫
セ
ル
プ
セ
ン
タ
ー 

公
益
財
団
法
人
　
兵
庫
県
身
体
障
害
者
福
祉
協
会

社
会
福
祉
法
人
　
兵
庫
県
視
覚
障
害
者
福
祉
協
会

一
般
財
団
法
人
　
兵
庫
県
肢
体
不
自
由
児
者
協
会 

公
益
社
団
法
人
　
兵
庫
県
精
神
福
祉
家
族
会
連
合
会

公
益
財
団
法
人
　
兵
庫
県
手
を
つ
な
ぐ
育
成
会

一
般
社
団
法
人
　
兵
庫
県
子
ど
も
会
連
合
会

一
般
社
団
法
人
　
兵
庫
県
社
会
福
祉
士
会

一
般
社
団
法
人
　
兵
庫
県
介
護
福
祉
士
会

一
般
社
団
法
人
　
兵
庫
県
介
護
支
援
専
門
員
協
会

一
般
社
団
法
人
　
兵
庫
県
音
楽
療
法
士
会

会
長
　
　
石
田 

文
徳

会
長
　
　
森
村 

安
史

会
長
　
　
松
端 

信
茂

会
長
　
　
小
林 

公
正

会
長
　
　
藤
本 

政
則

会
長
　
　
八
木
　 

健

理
事
長
　
山
﨑 

玲
輔

理
事
長
　
和
田
　 

修

会
長
　
　
田
中
　 
環

理
事
長
　
鄭
　 

正
秀

会
長
　
　
米
　 

靖
弘

理
事
長
　
井
上 

三
枝
子

理
事
長
　
揖
場
　 

攝

会
長
　
　
岡
本 

和
久

会
長
　
　
清
水 

賢
一

会
長
　
　
垣
内 

達
也

理
事
長
　
鞘
本 

尚
子

TEL 078-242-6868(10:00～16:00)

福祉サービスの苦情に関するご相談は
福祉サービス運営適正化委員会

兵
庫
県
福
祉
セ
ン
タ
ー  

入
居
団
体
一
同

（神戸市中央区中山手通6-1-30）TEL 078-367-3001
介護支援専門員研修専用TEL 078-367-5211

福祉職場の人材育成に関するご相談は
兵庫県社会福祉研修所

TEL 078-242-0601（9：00～12：00、13：00～16：00）

65歳未満で発症する認知症の生活相談は
ひょうご若年性認知症生活支援相談センター

TEL 078-200-5012

外国人技能実習生の受入れ支援は
ひょうご外国人介護実習支援センター

謹
賀
新
年

◆2018年福祉のできごと
2月 高齢化に伴う社会的課題に対応するため、新たな高齢社会対策大綱を
 閣議決定
3月 改正子ども・子育て支援法が成立・公布。第4次障害者基本計画を閣議決定
 兵庫県老人福祉計画（介護保険事業支援計画）、兵庫県障害福祉推進計画
 の改定
４月 改正社会福祉法、改正障害者自立支援法、改正障害者雇用促進法等の施行
５月 高齢者、障害者等の移動等の円滑化の促進に関する法律（一部改正）が公布
６月 改正民法が成立。成人年齢を20歳から18歳に引き下げ（2022年4月発行）
 障害者による文化芸術活動の推進に関する法律が公布
 「経済財政運営と改革の基本方針2018～少子高齢化の克服による
 持続的な成長経路の実現～」（骨太方針）、「まち・ひと・しごと創生基本方針
 2018」が閣議決定
 大阪府北部を震源とする地震により、甚大な人的・建物被害等が発生
７月 これからの兵庫を考えていく機会として、県政１５０周年記念式典を開催
 西日本を中心に豪雨災害が発生し、県社協に災害救援本部を設置
 全社協の要請により近畿ブロック社協は岡山県内で支援活動を実施
８月 「平成31年度兵庫県の社会福祉政策への提言」を県知事等に提出
 「地域での支え合い」を合言葉に「支え合い社会」県民フォーラムを開催
９月 厚生労働省と文部科学省は、共同で新・放課後子ども総合プランを策定
 台風第21号の強風・高潮により、建物被害や浸水被害が発生
 北海道胆振地方中東部を震源とする地震により、甚大な人的・建物被害が発生
10月 生活困窮者自立支援法等一部改正法を施行
 72回目となる赤い羽根共同募金運動の開始
 「すこやか兵庫」を目指して、「兵庫2030年の展望」を策定
11月 川西市において第67回兵庫県社会福祉大会を開催

◆2019年に予定される福祉の動き
新天皇の即位・改元、消費税率を8％から10％に引上げ、
幼児教育無償化の実施、子ども・子育て支援新制度施行後5年の見直し、
民生委員・児童委員の一斉改選、兵庫県地域福祉支援計画の改定など
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被
災
地
で
は
「
が
れ
き
撤
去
」
や
「
泥

出
し
」
だ
け
で
は
な
く
、
避
難
所
支
援

や
高
齢
者
・
障
害
者
の
生
活
支
援
、
農

業
の
復
興
支
援
な
ど
多
様
な
ニ
ー
ズ
で

溢
れ
て
い
る
。
行
政
や
災
害
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
だ
け
で
は
対
応
が
難

し
い
も
の
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
平
成
28

年
の
熊
本
地
震
以
降
、
行
政
、
社
協
、
Ｎ

Ｐ
Ｏ
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
な
ど
多
様

な
主
体
が
連
携
し
た
情
報
共
有
会
議
が

開
催
さ
れ
、
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
対
す
る

支
援
の
調
整
な
ど
が
行
わ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
平
成
30
年
７
月
豪
雨
災
害
に
お

い
て
も
岡
山
県
で
は
「
災
害
支
援
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
お
か
や
ま
会
議
」
が
、
北
海

道
胆
振
東
部
地
震
で
も
「
北
海
道
地
震

情
報
共
有
会
議
」
が
定
期
的
に
開
催
さ

れ
、
各
団
体
の
強
み
や
専
門
性
を
生
か

し
た
活
動
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。

　
一
方
、
平
成
30
年
6
月
に
国
の
防
災

基
本
計
画
が
改
正
さ
れ
、
平
時
か
ら
中

間
支
援
組
織
を
含
め
た
多
様
な
主
体
と

の
連
携
体
制
の
構
築
を
図
る
こ
と
と
記

さ
れ
た
。
身
近
な
地
域
に
お
い
て
も
平

　全国各地で災害が多発する中、多様な
ニーズに対応するため、行政、社協、ＮＰ
Ｏ・ボランティア団体など多様な主体が連
携して被災者支援活動を展開している。
　県社協では、平成30年9月に南海トラ
フ巨大地震等の大規模災害を想定し、被
災者ニーズと支援策の考察及び市町域、
県域、県外との「つながり」を意識した連
携訓練を初めて実施した。そこから見えて
きた今後の取り組みについて考える。

被
災
者
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
の
連
携・協
働

災害に備える
多様な主体の連携・協働を目指して

時
か
ら
地
域
内
の
多
様
な
主
体
を
は
じ

め
、
外
部
か
ら
支
援
に
入
る
広
域
的
な

支
援
団
体
等
と
連
携
し
て
お
く
こ
と
が

必
要
と
な
る
。
ま
た
、
こ
の
こ
と
は
被

災
地
外
か
ら
支
援
を
受
け
る
〝
受
援
力
〞

を
高
め
る
こ
と
に
も
つ
な
が
っ
て
い
く
。

　
こ
の
よ
う
に
「
連
携
体
制
の
構
築
」

が
鍵
と
な
る
中
、
兵
庫
県
内
の
取
り
組

み
を
次
に
紹
介
す
る
。

　
「
兵
庫
県
災
害
救
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
支
援
関
係
団
体
連
絡
会
議
（
以

下
、
「
支
援
団
体
連
絡
会
議
」
）
」
（
事

務
局
：
ひ
ょ
う
ご
ボ
ラ
ン
タ
リ
ー
プ
ラ

ザ
）
は
、
兵
庫
県
に
お
け
る
支
援
活
動

の
連
携
を
行
う
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
組

織
で
あ
る
。
同
会
議
は
、
「
第
１
回
大
規

模
災
害
を
想
定
し
た
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
連
携
訓
練
」
を
９
月
28
日
に
ク
リ
ス

タ
ル
ホ
ー
ル
（
神
戸
市
）
で
実
施
し
、
78

団
体
１
２
８
名
が
参
加
し
た
。

　
訓
練
は
、
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
に

備
え
、
平
時
か
ら
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

支
援
体
制
の
整
備
や
人
材
育
成
を
推
進

す
る
た
め
、
支
援
団
体
連
絡
会
議
の
構

成
員
（
行
政
、
社
協
、
民
間
企
業
組
織
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
）
に
加
え
て
、
市
町
・
市
町
社

協
職
員
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
学
識
経
験
者
を
対
象

に
、
①
被
災
市
町
域
で
の
困
り
ご
と
の
洗

い
出
し
や
支
援
方
策
の
検
討
と
、
②
市
町

域
〜
県
域
〜
県
外
と
の
「
つ
な
が
り
」
を

意
識
し
た
県
災
害
救
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
支

援
セ
ン
タ
ー
の
運
営
訓
練
を
併
せ
て
実

施
し
た
。
大
規
模
災
害
時
に
被
災
者
支

援
を
行
う
た
め
に
は
、
県
市
町
災
害
対
策

本
部
と
支
援
活
動
を
展
開
す
る
市
町
社

協
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
地
域
団
体
・
住
民
が
連
携

す
る
こ
と
が
不
可

欠
と
な
る（
図
１
）。

　

今
回
の
訓
練
で

は
、
災
害
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

活
動
の
専
門
家
に

よ
る
講
義
や
熊
本

地
震
の
事
例
報
告

を
通
し
て
災
害
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー
の
役
割
や
多

様
な
主
体
に
よ
る

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

必
要
性
等
を
学
ん

だ
。
そ
の
後
、
大

規
模
災
害
時
の
広

域
的
な
連
携
を
体

験
す
る
た
め
、
淡

路
か
ら
但
馬
ま
で

の
県
民
局
地
域
ご

と
の
グ
ル
ー
プ
に

分
か
れ
、
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
の

発
生
か
ら
２
週
間
〜
１
カ
月
後
の
実

際
の
被
害
予
測
に
基
づ
き
グ
ル
ー
プ

ワ
ー
ク
を
実
施
し
た
。
そ
こ
で
は
、

避
難
所
と
在
宅
避
難
者
の
ニ
ー
ズ
や

支
援
に
関
す
る
地
域
資
源
を
洗
い
出

し
、
解
決
策
を
探
る
こ
と
で
、
多
様

な
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
さ
ま
ざ
ま
な
主

体
が
連
携
す
る
こ
と
の
大
切
さ
を
確

認
し
た
。
併
せ
て
市
町
域
で
は
解
決

で
き
な
い
課
題
に
対
す
る
支
援
策
を

県
域
の
支
援
機
関
の
グ
ル
ー
プ
で
検

討
し
た
。

　

そ
の
後
、県・市
町
災
害
対
策
本
部
、

社
協
、
災
害
救
援
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
学
識
者
な

ど
多
様
な
主
体
に
よ
る
「
南
海
ト
ラ
フ

巨
大
地
震
・
兵
庫
情
報
共
有
会
議
」
を

開
催
し
、
各
地
域
で
検
討
し
た
支
援
プ

ロ
グ
ラ
ム

や
、県
支
援

セ
ン
タ
ー

の
支
援
策

に
つ
い
て

情
報
を
共

有
し
た
。

　
訓
練
に
参
加
し
た
南
あ
わ
じ
市
社
協

の
事
務
局
長
・
山
口
勇
樹
氏
と
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ワ
ー
カ
ー
・
長
井
陽
一
氏
に

話
を
聞
い
た
。

　
「
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
で
は
津
波

に
よ
る
沿
岸
部
の
被
害
が
ク
ロ
ー
ズ

ア
ッ
プ
さ
れ
て
い
る
が
、
実
際
に
は
沿

岸
部
だ
け
で
は
な
く
内
陸
部
で
も
地
震

に
よ
る
家
屋
倒
壊
等
の
被
害
が
甚
大
と

な
る
。
ま
た
、
淡
路
島
で
は
発
災
時
に

架
橋
が
閉
鎖
さ
れ
島
外
か
ら
の
支
援
が

入
り
に
く
く
な
る
状
況
を
視
野
に
入
れ

て
、
助
け
合
い
の
仕
組
み
を
住
民
主
体

で
考
え
る
こ
と
が
必
要
だ
。
そ
し
て
、

近
隣
市
町
や
県
域
で
の
連
携
が
不
可
欠

で
あ
る
こ
と
も
改
め
て
実
感
し
た
」
と

山
口
氏
は
語
る
。

　
ま
た
、
11
月
４
日
に
実
施
さ
れ
た
「
南

あ
わ
じ
市
総
合
防
災
訓
練
」
で
は
、
行

政
、
社
会
福
祉
法
人
連
絡
協
議
会
（
ほ
っ

と
か
へ
ん
ネ
ッ
ト
）
、
天
理
教
災
害
救
援

ひ
の
き
し
ん
隊
と
連
携
し
、
災
害
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
立
ち
上
げ
を
行
い
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
受
付
だ
け
で
は
な
く
、

近
隣
・
関
係
機
関
へ
の
被
害
状
況
や
ニ
ー

ズ
を
聞
き
取
る
調
査
訓
練
も
実
施
し
た
。

　
長
井
氏
は
、
「
訓
練
後
も
振
り
返
り

を
行
い
、
今
後
も
引
き
続
き
顔
を
合
わ

せ
る
機
会
を
持
ち
な
が
ら
協
働
で
き
る

関
係
づ
く
り
に
努
め
て
い
る
」
と
連
携

体
制
構
築
の
取
り
組
み
を
話
し
た
。

　
今
後
に
向
け
て
、
山
口
氏
は
第
三
次

地
域
福
祉
推
進
計
画
に
沿
っ
て
、
「
支

え
合
い
（
防
災
）
マ
ッ
プ
づ
く
り
等
を

通
じ
て
住
民
が
話
し
合
え
る
場
、
連
携

す
る
場
と
し
て
の
『
は
な
す
会
』
を
地

域
に
増
や
し
、
災
害
を
切
り
口
と
し
た

地
域
づ
く
り
を
進
め
た
い
」
と
力
を
込

め
て
語
っ
た
。

　

平
成
30
年
７
月
の
豪
雨
に
よ
り
岡

山
県
総
社
市
下
原
地
区
で
は
ア
ル
ミ

ニ
ウ
ム
工
場
の
爆
発
に
よ
る
全
戸
被

災
と
河
川
決
壊
に
よ
る
床
上
浸
水（
2.5

ｍ
、１
０
０
世
帯
超
）と
い
う
甚
大
な
被

害
を
受
け
た
。ひ
ょ
う
ご
ボ
ラ
ン
タ

リ
ー
プ
ラ
ザ
は
発
災
直
後
の
７
月
14

日
に
支
援
団
体
連
絡
会
議
等
の
メ
ン

バ
ー
と
共
に
下
原
地
区
に
駆
け
つ
け

た
。そ
こ
で
は
地
元
の
方
々
が
中
心
と

な
っ
て
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
受
け
入

れ
、支
援
活
動
を
展
開
し
て
い
た
。

自
主
防
災
組
織
の
結
成
と
、

平
常
時
の
訓
練

　
１
１
０
世
帯
３
５
０
名
（
う
ち
要
援

護
者
30
名
）
が
暮
ら
す
下
原
地
区
で

は
、
過
去
に
河
川
の
決
壊
に
よ
り
犠
牲

者
が
出
た
こ
と
も
あ
り
、
以
前
か
ら
自

主
防
災
組
織
を
結
成
し
、
さ
ま
ざ
ま
な

活
動
を
行
っ
て
き
た
。
全
住
民
を
対
象

と
し
た
避
難
訓
練
を
最
も
重
視
し
、
７

年
前
か
ら
洪
水
や
地
震
あ
る
い
は
夜
間

等
の
さ
ま
ざ
ま
な
被
害
を
想
定
し
、
毎

年
改
善
を
図
り
な
が
ら
継
続
し
て
実
施

し
て
い
る
。

発
災
時
の
動
き

　
今
回
の
豪
雨
災
害
で
は
、
洪
水
に
備

え
た
避
難
の
準
備
中
に
工
場
が
爆
発
。

７
日
午
前
０
時
34
分
に
は
二
次
爆
発
に

備
え
る
避
難
指
示
が
出
さ
れ
、
同
４
時

過
ぎ
に
は
犠
牲
者
や
重
傷
者
を
出
す
こ

と
な
く
全
員
の
避
難
が
確
認
さ
れ
た
。

　
「
『
早
め
の
始
動
、
行
政
と
の
情
報

交
換
、
全
戸
一
斉
呼
び
か
け
、
全
住
民
の

安
否
を
班
ご
と
に
漏
れ
な
く
確
認
』
と

い
う
手
順
が
訓
練
ど
お
り
に
本
番
で
も

行
え
た
か
ら
こ
そ
、
住
民
の
命
が
守
ら

れ
た
」
と
下
原
自
主
防
災
組
織
の
川
田

一
馬
副
本
部
長
は
語
る
。

　
避
難
指
示
解
除
後
は
下
原
自
主
防
災

組
織
が
率
先
し
て
各
世
帯
の
状
況
や

ニ
ー
ズ
を
聞
き
取
り
、
総
社
市
社
協
や

災
害
対
策
本
部
の
協
力
を
得
て
災
害
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
を
立
ち
上
げ
、

運
営
し
た
。
１
日
最
大
5
０
０
人
も
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
受
け
入
れ
、
ニ
ー
ズ

の
マ
ッ
チ
ン
グ
を
行
う
な
ど
日
頃
の
連

携
を
生
か
し
た
活
動
を
展
開
し
た
。

　

後
日
、災
害
連
携
訓
練
の
内
容
を
企

画
し
た
支
援
団
体
連
絡
会
議
、市
町
社

協
、学
識
経
験
者
か
ら
な
る
ワ
ー
キ
ン

グ
グ
ル
ー
プ
が
、訓
練
の
振
り
返
り
と

今
後
の
訓
練
に
つ
い
て
協
議
を
行
っ
た
。

　
参
加
者
か
ら
は
「
地
域
で
行
政
、
社

協
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
多
様
な
主
体
に
よ
る

連
携
の
重
要
性
が
確
認
で
き
た
」「
地
域

で
顔
の
見
え
る
関
係
が
で
き
た
」「
こ
の

訓
練
を
地
域
で
実
施
し
た
い
」「
南
海
ト

ラ
フ
巨
大
地
震
の
被
害
の
大
き
さ
を
改

め
て
実
感
す
る
反
面
、
被
害
想
定
が
困

難
」と
の
意
見
が
寄
せ
ら
れ
た
。
ワ
ー
キ

ン
グ
の
メ
ン
バ
ー
か
ら
も
「
行
政
や
住

民
参
加
に
よ
る
地
域
で
の
取
り
組
み
の

促
進
が
必
要
」「
内
陸
部
と
県
北
部
か
ら

県
南
部
の
海
沿
岸
部
へ
の
支
援
策
が
不

十
分
」
と
い
う
意
見
が
あ
り
、
今
後
は

被
害
想
定
を
よ
り
明
確
に
す
る
た
め
の

災
害
図
上
訓
練（
Ｄ
Ｉ
Ｇ
）の
実
施
や
、

県
北
部
か
ら
南
部
へ
の
支
援
（
受
援
）

等
、
実
際
の
流
れ
に
即
し
た
ワ
ー
ク
の

導
入
な
ど
の
充
実
を
図
っ
て
い
く
。
そ

し
て
来
年
度
は
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災

25
年
記
念
事
業
に
位
置
付
け
、
全
国
へ

発
信
す
る
。

　
今
後
も
、
災
害
時
に
多
様
な
主
体
が

連
携
し
て
支
援
活
動
が
行
え
る
よ
う
、

市
町
域
、
県
域
、
県
外
と
の
連
携
を
促

進
す
る
訓
練
や
連
携
会
議
な
ど
の
取
り

組
み
を
進
め
て
い
き
た
い
。

大
規
模
災
害
を
想
定
し
た

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
携
訓
練
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被
災
地
で
は
「
が
れ
き
撤
去
」
や
「
泥

出
し
」
だ
け
で
は
な
く
、
避
難
所
支
援

や
高
齢
者
・
障
害
者
の
生
活
支
援
、
農

業
の
復
興
支
援
な
ど
多
様
な
ニ
ー
ズ
で

溢
れ
て
い
る
。
行
政
や
災
害
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
だ
け
で
は
対
応
が
難

し
い
も
の
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
平
成
28

年
の
熊
本
地
震
以
降
、
行
政
、
社
協
、
Ｎ

Ｐ
Ｏ
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
な
ど
多
様

な
主
体
が
連
携
し
た
情
報
共
有
会
議
が

開
催
さ
れ
、
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
対
す
る

支
援
の
調
整
な
ど
が
行
わ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
平
成
30
年
７
月
豪
雨
災
害
に
お

い
て
も
岡
山
県
で
は
「
災
害
支
援
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
お
か
や
ま
会
議
」
が
、
北
海

道
胆
振
東
部
地
震
で
も
「
北
海
道
地
震

情
報
共
有
会
議
」
が
定
期
的
に
開
催
さ

れ
、
各
団
体
の
強
み
や
専
門
性
を
生
か

し
た
活
動
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。

　
一
方
、
平
成
30
年
6
月
に
国
の
防
災

基
本
計
画
が
改
正
さ
れ
、
平
時
か
ら
中

間
支
援
組
織
を
含
め
た
多
様
な
主
体
と

の
連
携
体
制
の
構
築
を
図
る
こ
と
と
記

さ
れ
た
。
身
近
な
地
域
に
お
い
て
も
平

時
か
ら
地
域
内
の
多
様
な
主
体
を
は
じ

め
、
外
部
か
ら
支
援
に
入
る
広
域
的
な

支
援
団
体
等
と
連
携
し
て
お
く
こ
と
が

必
要
と
な
る
。
ま
た
、
こ
の
こ
と
は
被

災
地
外
か
ら
支
援
を
受
け
る
〝
受
援
力
〞

を
高
め
る
こ
と
に
も
つ
な
が
っ
て
い
く
。

　
こ
の
よ
う
に
「
連
携
体
制
の
構
築
」

が
鍵
と
な
る
中
、
兵
庫
県
内
の
取
り
組

み
を
次
に
紹
介
す
る
。

　
「
兵
庫
県
災
害
救
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
支
援
関
係
団
体
連
絡
会
議
（
以

下
、
「
支
援
団
体
連
絡
会
議
」
）
」
（
事

務
局
：
ひ
ょ
う
ご
ボ
ラ
ン
タ
リ
ー
プ
ラ

ザ
）
は
、
兵
庫
県
に
お
け
る
支
援
活
動

の
連
携
を
行
う
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
組

織
で
あ
る
。
同
会
議
は
、
「
第
１
回
大
規

模
災
害
を
想
定
し
た
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
連
携
訓
練
」
を
９
月
28
日
に
ク
リ
ス

タ
ル
ホ
ー
ル
（
神
戸
市
）
で
実
施
し
、
78

団
体
１
２
８
名
が
参
加
し
た
。

　
訓
練
は
、
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
に

備
え
、
平
時
か
ら
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

支
援
体
制
の
整
備
や
人
材
育
成
を
推
進

す
る
た
め
、
支
援
団
体
連
絡
会
議
の
構

成
員
（
行
政
、
社
協
、
民
間
企
業
組
織
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
）
に
加
え
て
、
市
町
・
市
町
社

協
職
員
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
学
識
経
験
者
を
対
象

に
、
①
被
災
市
町
域
で
の
困
り
ご
と
の
洗

い
出
し
や
支
援
方
策
の
検
討
と
、
②
市
町

域
〜
県
域
〜
県
外
と
の
「
つ
な
が
り
」
を

意
識
し
た
県
災
害
救
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
支

援
セ
ン
タ
ー
の
運
営
訓
練
を
併
せ
て
実

施
し
た
。
大
規
模
災
害
時
に
被
災
者
支

援
を
行
う
た
め
に
は
、
県
市
町
災
害
対
策

本
部
と
支
援
活
動
を
展
開
す
る
市
町
社

協
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
地
域
団
体
・
住
民
が
連
携

す
る
こ
と
が
不
可

欠
と
な
る（
図
１
）。

　

今
回
の
訓
練
で

は
、
災
害
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

活
動
の
専
門
家
に

よ
る
講
義
や
熊
本

地
震
の
事
例
報
告

を
通
し
て
災
害
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー
の
役
割
や
多

様
な
主
体
に
よ
る

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

必
要
性
等
を
学
ん

だ
。
そ
の
後
、
大

規
模
災
害
時
の
広

域
的
な
連
携
を
体

験
す
る
た
め
、
淡

路
か
ら
但
馬
ま
で

の
県
民
局
地
域
ご

と
の
グ
ル
ー
プ
に

分
か
れ
、
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
の

発
生
か
ら
２
週
間
〜
１
カ
月
後
の
実

際
の
被
害
予
測
に
基
づ
き
グ
ル
ー
プ

ワ
ー
ク
を
実
施
し
た
。
そ
こ
で
は
、

避
難
所
と
在
宅
避
難
者
の
ニ
ー
ズ
や

支
援
に
関
す
る
地
域
資
源
を
洗
い
出

し
、
解
決
策
を
探
る
こ
と
で
、
多
様

な
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
さ
ま
ざ
ま
な
主

体
が
連
携
す
る
こ
と
の
大
切
さ
を
確

認
し
た
。
併
せ
て
市
町
域
で
は
解
決

で
き
な
い
課
題
に
対
す
る
支
援
策
を

県
域
の
支
援
機
関
の
グ
ル
ー
プ
で
検

討
し
た
。

　

そ
の
後
、県・市
町
災
害
対
策
本
部
、

社
協
、
災
害
救
援
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
学
識
者
な

ど
多
様
な
主
体
に
よ
る
「
南
海
ト
ラ
フ

巨
大
地
震
・
兵
庫
情
報
共
有
会
議
」
を

開
催
し
、
各
地
域
で
検
討
し
た
支
援
プ

ロ
グ
ラ
ム

や
、県
支
援

セ
ン
タ
ー

の
支
援
策

に
つ
い
て

情
報
を
共

有
し
た
。

　
訓
練
に
参
加
し
た
南
あ
わ
じ
市
社
協

の
事
務
局
長
・
山
口
勇
樹
氏
と
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ワ
ー
カ
ー
・
長
井
陽
一
氏
に

話
を
聞
い
た
。

　
「
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
で
は
津
波

に
よ
る
沿
岸
部
の
被
害
が
ク
ロ
ー
ズ

ア
ッ
プ
さ
れ
て
い
る
が
、
実
際
に
は
沿

岸
部
だ
け
で
は
な
く
内
陸
部
で
も
地
震

に
よ
る
家
屋
倒
壊
等
の
被
害
が
甚
大
と

な
る
。
ま
た
、
淡
路
島
で
は
発
災
時
に

架
橋
が
閉
鎖
さ
れ
島
外
か
ら
の
支
援
が

入
り
に
く
く
な
る
状
況
を
視
野
に
入
れ

て
、
助
け
合
い
の
仕
組
み
を
住
民
主
体

で
考
え
る
こ
と
が
必
要
だ
。
そ
し
て
、

近
隣
市
町
や
県
域
で
の
連
携
が
不
可
欠

で
あ
る
こ
と
も
改
め
て
実
感
し
た
」
と

山
口
氏
は
語
る
。

　
ま
た
、
11
月
４
日
に
実
施
さ
れ
た
「
南

あ
わ
じ
市
総
合
防
災
訓
練
」
で
は
、
行

政
、
社
会
福
祉
法
人
連
絡
協
議
会
（
ほ
っ

と
か
へ
ん
ネ
ッ
ト
）
、
天
理
教
災
害
救
援

ひ
の
き
し
ん
隊
と
連
携
し
、
災
害
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
立
ち
上
げ
を
行
い
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
受
付
だ
け
で
は
な
く
、

近
隣
・
関
係
機
関
へ
の
被
害
状
況
や
ニ
ー

ズ
を
聞
き
取
る
調
査
訓
練
も
実
施
し
た
。

　
長
井
氏
は
、
「
訓
練
後
も
振
り
返
り

を
行
い
、
今
後
も
引
き
続
き
顔
を
合
わ

せ
る
機
会
を
持
ち
な
が
ら
協
働
で
き
る

関
係
づ
く
り
に
努
め
て
い
る
」
と
連
携

体
制
構
築
の
取
り
組
み
を
話
し
た
。

　
今
後
に
向
け
て
、
山
口
氏
は
第
三
次

地
域
福
祉
推
進
計
画
に
沿
っ
て
、
「
支

え
合
い
（
防
災
）
マ
ッ
プ
づ
く
り
等
を

通
じ
て
住
民
が
話
し
合
え
る
場
、
連
携

す
る
場
と
し
て
の
『
は
な
す
会
』
を
地

域
に
増
や
し
、
災
害
を
切
り
口
と
し
た

地
域
づ
く
り
を
進
め
た
い
」
と
力
を
込

め
て
語
っ
た
。

　

平
成
30
年
７
月
の
豪
雨
に
よ
り
岡

山
県
総
社
市
下
原
地
区
で
は
ア
ル
ミ

ニ
ウ
ム
工
場
の
爆
発
に
よ
る
全
戸
被

災
と
河
川
決
壊
に
よ
る
床
上
浸
水（
2.5

ｍ
、１
０
０
世
帯
超
）と
い
う
甚
大
な
被

害
を
受
け
た
。ひ
ょ
う
ご
ボ
ラ
ン
タ

リ
ー
プ
ラ
ザ
は
発
災
直
後
の
７
月
14

日
に
支
援
団
体
連
絡
会
議
等
の
メ
ン

バ
ー
と
共
に
下
原
地
区
に
駆
け
つ
け

た
。そ
こ
で
は
地
元
の
方
々
が
中
心
と

な
っ
て
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
受
け
入

れ
、支
援
活
動
を
展
開
し
て
い
た
。

自
主
防
災
組
織
の
結
成
と
、

平
常
時
の
訓
練

　
１
１
０
世
帯
３
５
０
名
（
う
ち
要
援

護
者
30
名
）
が
暮
ら
す
下
原
地
区
で

は
、
過
去
に
河
川
の
決
壊
に
よ
り
犠
牲

者
が
出
た
こ
と
も
あ
り
、
以
前
か
ら
自

主
防
災
組
織
を
結
成
し
、
さ
ま
ざ
ま
な

活
動
を
行
っ
て
き
た
。
全
住
民
を
対
象

と
し
た
避
難
訓
練
を
最
も
重
視
し
、
７

年
前
か
ら
洪
水
や
地
震
あ
る
い
は
夜
間

等
の
さ
ま
ざ
ま
な
被
害
を
想
定
し
、
毎

年
改
善
を
図
り
な
が
ら
継
続
し
て
実
施

し
て
い
る
。

発
災
時
の
動
き

　
今
回
の
豪
雨
災
害
で
は
、
洪
水
に
備

え
た
避
難
の
準
備
中
に
工
場
が
爆
発
。

７
日
午
前
０
時
34
分
に
は
二
次
爆
発
に

備
え
る
避
難
指
示
が
出
さ
れ
、
同
４
時

過
ぎ
に
は
犠
牲
者
や
重
傷
者
を
出
す
こ

と
な
く
全
員
の
避
難
が
確
認
さ
れ
た
。

　
「
『
早
め
の
始
動
、
行
政
と
の
情
報

交
換
、
全
戸
一
斉
呼
び
か
け
、
全
住
民
の

安
否
を
班
ご
と
に
漏
れ
な
く
確
認
』
と

い
う
手
順
が
訓
練
ど
お
り
に
本
番
で
も

行
え
た
か
ら
こ
そ
、
住
民
の
命
が
守
ら

れ
た
」
と
下
原
自
主
防
災
組
織
の
川
田

一
馬
副
本
部
長
は
語
る
。

　
避
難
指
示
解
除
後
は
下
原
自
主
防
災

組
織
が
率
先
し
て
各
世
帯
の
状
況
や

ニ
ー
ズ
を
聞
き
取
り
、
総
社
市
社
協
や

災
害
対
策
本
部
の
協
力
を
得
て
災
害
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
を
立
ち
上
げ
、

運
営
し
た
。
１
日
最
大
5
０
０
人
も
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
受
け
入
れ
、
ニ
ー
ズ

の
マ
ッ
チ
ン
グ
を
行
う
な
ど
日
頃
の
連

携
を
生
か
し
た
活
動
を
展
開
し
た
。

　

後
日
、災
害
連
携
訓
練
の
内
容
を
企

画
し
た
支
援
団
体
連
絡
会
議
、市
町
社

協
、学
識
経
験
者
か
ら
な
る
ワ
ー
キ
ン

グ
グ
ル
ー
プ
が
、訓
練
の
振
り
返
り
と

今
後
の
訓
練
に
つ
い
て
協
議
を
行
っ
た
。

　
参
加
者
か
ら
は
「
地
域
で
行
政
、
社

協
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
多
様
な
主
体
に
よ
る

連
携
の
重
要
性
が
確
認
で
き
た
」「
地
域

で
顔
の
見
え
る
関
係
が
で
き
た
」「
こ
の

訓
練
を
地
域
で
実
施
し
た
い
」「
南
海
ト

ラ
フ
巨
大
地
震
の
被
害
の
大
き
さ
を
改

め
て
実
感
す
る
反
面
、
被
害
想
定
が
困

難
」と
の
意
見
が
寄
せ
ら
れ
た
。
ワ
ー
キ

ン
グ
の
メ
ン
バ
ー
か
ら
も
「
行
政
や
住

民
参
加
に
よ
る
地
域
で
の
取
り
組
み
の

促
進
が
必
要
」「
内
陸
部
と
県
北
部
か
ら

県
南
部
の
海
沿
岸
部
へ
の
支
援
策
が
不

十
分
」
と
い
う
意
見
が
あ
り
、
今
後
は

被
害
想
定
を
よ
り
明
確
に
す
る
た
め
の

災
害
図
上
訓
練（
Ｄ
Ｉ
Ｇ
）の
実
施
や
、

県
北
部
か
ら
南
部
へ
の
支
援
（
受
援
）

等
、
実
際
の
流
れ
に
即
し
た
ワ
ー
ク
の

導
入
な
ど
の
充
実
を
図
っ
て
い
く
。
そ

し
て
来
年
度
は
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災

25
年
記
念
事
業
に
位
置
付
け
、
全
国
へ

発
信
す
る
。

　
今
後
も
、
災
害
時
に
多
様
な
主
体
が

連
携
し
て
支
援
活
動
が
行
え
る
よ
う
、

市
町
域
、
県
域
、
県
外
と
の
連
携
を
促

進
す
る
訓
練
や
連
携
会
議
な
ど
の
取
り

組
み
を
進
め
て
い
き
た
い
。

〜
南
あ
わ
じ
市
社
協
〜

参
加
者

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

図1　災害時の多様な主体による被災者支援
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被
災
地
で
は
「
が
れ
き
撤
去
」
や
「
泥

出
し
」
だ
け
で
は
な
く
、
避
難
所
支
援

や
高
齢
者
・
障
害
者
の
生
活
支
援
、
農

業
の
復
興
支
援
な
ど
多
様
な
ニ
ー
ズ
で

溢
れ
て
い
る
。
行
政
や
災
害
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
だ
け
で
は
対
応
が
難

し
い
も
の
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
平
成
28

年
の
熊
本
地
震
以
降
、
行
政
、
社
協
、
Ｎ

Ｐ
Ｏ
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
な
ど
多
様

な
主
体
が
連
携
し
た
情
報
共
有
会
議
が

開
催
さ
れ
、
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
対
す
る

支
援
の
調
整
な
ど
が
行
わ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
平
成
30
年
７
月
豪
雨
災
害
に
お

い
て
も
岡
山
県
で
は
「
災
害
支
援
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
お
か
や
ま
会
議
」
が
、
北
海

道
胆
振
東
部
地
震
で
も
「
北
海
道
地
震

情
報
共
有
会
議
」
が
定
期
的
に
開
催
さ

れ
、
各
団
体
の
強
み
や
専
門
性
を
生
か

し
た
活
動
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。

　
一
方
、
平
成
30
年
6
月
に
国
の
防
災

基
本
計
画
が
改
正
さ
れ
、
平
時
か
ら
中

間
支
援
組
織
を
含
め
た
多
様
な
主
体
と

の
連
携
体
制
の
構
築
を
図
る
こ
と
と
記

さ
れ
た
。
身
近
な
地
域
に
お
い
て
も
平

時
か
ら
地
域
内
の
多
様
な
主
体
を
は
じ

め
、
外
部
か
ら
支
援
に
入
る
広
域
的
な

支
援
団
体
等
と
連
携
し
て
お
く
こ
と
が

必
要
と
な
る
。
ま
た
、
こ
の
こ
と
は
被

災
地
外
か
ら
支
援
を
受
け
る
〝
受
援
力
〞

を
高
め
る
こ
と
に
も
つ
な
が
っ
て
い
く
。

　
こ
の
よ
う
に
「
連
携
体
制
の
構
築
」

が
鍵
と
な
る
中
、
兵
庫
県
内
の
取
り
組

み
を
次
に
紹
介
す
る
。

　
「
兵
庫
県
災
害
救
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
支
援
関
係
団
体
連
絡
会
議
（
以

下
、
「
支
援
団
体
連
絡
会
議
」
）
」
（
事

務
局
：
ひ
ょ
う
ご
ボ
ラ
ン
タ
リ
ー
プ
ラ

ザ
）
は
、
兵
庫
県
に
お
け
る
支
援
活
動

の
連
携
を
行
う
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
組

織
で
あ
る
。
同
会
議
は
、
「
第
１
回
大
規

模
災
害
を
想
定
し
た
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
連
携
訓
練
」
を
９
月
28
日
に
ク
リ
ス

タ
ル
ホ
ー
ル
（
神
戸
市
）
で
実
施
し
、
78

団
体
１
２
８
名
が
参
加
し
た
。

　
訓
練
は
、
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
に

備
え
、
平
時
か
ら
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

支
援
体
制
の
整
備
や
人
材
育
成
を
推
進

す
る
た
め
、
支
援
団
体
連
絡
会
議
の
構

成
員
（
行
政
、
社
協
、
民
間
企
業
組
織
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
）
に
加
え
て
、
市
町
・
市
町
社

協
職
員
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
学
識
経
験
者
を
対
象

に
、
①
被
災
市
町
域
で
の
困
り
ご
と
の
洗

い
出
し
や
支
援
方
策
の
検
討
と
、
②
市
町

域
〜
県
域
〜
県
外
と
の
「
つ
な
が
り
」
を

意
識
し
た
県
災
害
救
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
支

援
セ
ン
タ
ー
の
運
営
訓
練
を
併
せ
て
実

施
し
た
。
大
規
模
災
害
時
に
被
災
者
支

援
を
行
う
た
め
に
は
、
県
市
町
災
害
対
策

本
部
と
支
援
活
動
を
展
開
す
る
市
町
社

協
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
地
域
団
体
・
住
民
が
連
携

す
る
こ
と
が
不
可

欠
と
な
る（
図
１
）。

　

今
回
の
訓
練
で

は
、
災
害
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

活
動
の
専
門
家
に

よ
る
講
義
や
熊
本

地
震
の
事
例
報
告

を
通
し
て
災
害
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー
の
役
割
や
多

様
な
主
体
に
よ
る

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

必
要
性
等
を
学
ん

だ
。
そ
の
後
、
大

規
模
災
害
時
の
広

域
的
な
連
携
を
体

験
す
る
た
め
、
淡

路
か
ら
但
馬
ま
で

の
県
民
局
地
域
ご

と
の
グ
ル
ー
プ
に

分
か
れ
、
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
の

発
生
か
ら
２
週
間
〜
１
カ
月
後
の
実

際
の
被
害
予
測
に
基
づ
き
グ
ル
ー
プ

ワ
ー
ク
を
実
施
し
た
。
そ
こ
で
は
、

避
難
所
と
在
宅
避
難
者
の
ニ
ー
ズ
や

支
援
に
関
す
る
地
域
資
源
を
洗
い
出

し
、
解
決
策
を
探
る
こ
と
で
、
多
様

な
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
さ
ま
ざ
ま
な
主

体
が
連
携
す
る
こ
と
の
大
切
さ
を
確

認
し
た
。
併
せ
て
市
町
域
で
は
解
決

で
き
な
い
課
題
に
対
す
る
支
援
策
を

県
域
の
支
援
機
関
の
グ
ル
ー
プ
で
検

討
し
た
。

　

そ
の
後
、県・市
町
災
害
対
策
本
部
、

社
協
、
災
害
救
援
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
学
識
者
な

ど
多
様
な
主
体
に
よ
る
「
南
海
ト
ラ
フ

巨
大
地
震
・
兵
庫
情
報
共
有
会
議
」
を

開
催
し
、
各
地
域
で
検
討
し
た
支
援
プ

ロ
グ
ラ
ム

や
、県
支
援

セ
ン
タ
ー

の
支
援
策

に
つ
い
て

情
報
を
共

有
し
た
。

　
訓
練
に
参
加
し
た
南
あ
わ
じ
市
社
協

の
事
務
局
長
・
山
口
勇
樹
氏
と
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ワ
ー
カ
ー
・
長
井
陽
一
氏
に

話
を
聞
い
た
。

　
「
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
で
は
津
波

に
よ
る
沿
岸
部
の
被
害
が
ク
ロ
ー
ズ

ア
ッ
プ
さ
れ
て
い
る
が
、
実
際
に
は
沿

岸
部
だ
け
で
は
な
く
内
陸
部
で
も
地
震

に
よ
る
家
屋
倒
壊
等
の
被
害
が
甚
大
と

な
る
。
ま
た
、
淡
路
島
で
は
発
災
時
に

架
橋
が
閉
鎖
さ
れ
島
外
か
ら
の
支
援
が

入
り
に
く
く
な
る
状
況
を
視
野
に
入
れ

て
、
助
け
合
い
の
仕
組
み
を
住
民
主
体

で
考
え
る
こ
と
が
必
要
だ
。
そ
し
て
、

近
隣
市
町
や
県
域
で
の
連
携
が
不
可
欠

で
あ
る
こ
と
も
改
め
て
実
感
し
た
」
と

山
口
氏
は
語
る
。

　
ま
た
、
11
月
４
日
に
実
施
さ
れ
た
「
南

あ
わ
じ
市
総
合
防
災
訓
練
」
で
は
、
行

政
、
社
会
福
祉
法
人
連
絡
協
議
会
（
ほ
っ

と
か
へ
ん
ネ
ッ
ト
）
、
天
理
教
災
害
救
援

ひ
の
き
し
ん
隊
と
連
携
し
、
災
害
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
立
ち
上
げ
を
行
い
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
受
付
だ
け
で
は
な
く
、

近
隣
・
関
係
機
関
へ
の
被
害
状
況
や
ニ
ー

ズ
を
聞
き
取
る
調
査
訓
練
も
実
施
し
た
。

　
長
井
氏
は
、
「
訓
練
後
も
振
り
返
り

を
行
い
、
今
後
も
引
き
続
き
顔
を
合
わ

せ
る
機
会
を
持
ち
な
が
ら
協
働
で
き
る

関
係
づ
く
り
に
努
め
て
い
る
」
と
連
携

体
制
構
築
の
取
り
組
み
を
話
し
た
。

　
今
後
に
向
け
て
、
山
口
氏
は
第
三
次

地
域
福
祉
推
進
計
画
に
沿
っ
て
、
「
支

え
合
い
（
防
災
）
マ
ッ
プ
づ
く
り
等
を

通
じ
て
住
民
が
話
し
合
え
る
場
、
連
携

す
る
場
と
し
て
の
『
は
な
す
会
』
を
地

域
に
増
や
し
、
災
害
を
切
り
口
と
し
た

地
域
づ
く
り
を
進
め
た
い
」
と
力
を
込

め
て
語
っ
た
。

　

平
成
30
年
７
月
の
豪
雨
に
よ
り
岡

山
県
総
社
市
下
原
地
区
で
は
ア
ル
ミ

ニ
ウ
ム
工
場
の
爆
発
に
よ
る
全
戸
被

災
と
河
川
決
壊
に
よ
る
床
上
浸
水（
2.5

ｍ
、１
０
０
世
帯
超
）と
い
う
甚
大
な
被

害
を
受
け
た
。ひ
ょ
う
ご
ボ
ラ
ン
タ

リ
ー
プ
ラ
ザ
は
発
災
直
後
の
７
月
14

日
に
支
援
団
体
連
絡
会
議
等
の
メ
ン

バ
ー
と
共
に
下
原
地
区
に
駆
け
つ
け

た
。そ
こ
で
は
地
元
の
方
々
が
中
心
と

な
っ
て
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
受
け
入

れ
、支
援
活
動
を
展
開
し
て
い
た
。

自
主
防
災
組
織
の
結
成
と
、

平
常
時
の
訓
練

　
１
１
０
世
帯
３
５
０
名
（
う
ち
要
援

護
者
30
名
）
が
暮
ら
す
下
原
地
区
で

は
、
過
去
に
河
川
の
決
壊
に
よ
り
犠
牲

者
が
出
た
こ
と
も
あ
り
、
以
前
か
ら
自

主
防
災
組
織
を
結
成
し
、
さ
ま
ざ
ま
な

活
動
を
行
っ
て
き
た
。
全
住
民
を
対
象

と
し
た
避
難
訓
練
を
最
も
重
視
し
、
７

年
前
か
ら
洪
水
や
地
震
あ
る
い
は
夜
間

等
の
さ
ま
ざ
ま
な
被
害
を
想
定
し
、
毎

年
改
善
を
図
り
な
が
ら
継
続
し
て
実
施

し
て
い
る
。

発
災
時
の
動
き

　
今
回
の
豪
雨
災
害
で
は
、
洪
水
に
備

え
た
避
難
の
準
備
中
に
工
場
が
爆
発
。

７
日
午
前
０
時
34
分
に
は
二
次
爆
発
に

備
え
る
避
難
指
示
が
出
さ
れ
、
同
４
時

過
ぎ
に
は
犠
牲
者
や
重
傷
者
を
出
す
こ

と
な
く
全
員
の
避
難
が
確
認
さ
れ
た
。

　
「
『
早
め
の
始
動
、
行
政
と
の
情
報

交
換
、
全
戸
一
斉
呼
び
か
け
、
全
住
民
の

安
否
を
班
ご
と
に
漏
れ
な
く
確
認
』
と

い
う
手
順
が
訓
練
ど
お
り
に
本
番
で
も

行
え
た
か
ら
こ
そ
、
住
民
の
命
が
守
ら

れ
た
」
と
下
原
自
主
防
災
組
織
の
川
田

一
馬
副
本
部
長
は
語
る
。

　
避
難
指
示
解
除
後
は
下
原
自
主
防
災

組
織
が
率
先
し
て
各
世
帯
の
状
況
や

ニ
ー
ズ
を
聞
き
取
り
、
総
社
市
社
協
や

災
害
対
策
本
部
の
協
力
を
得
て
災
害
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
を
立
ち
上
げ
、

運
営
し
た
。
１
日
最
大
5
０
０
人
も
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
受
け
入
れ
、
ニ
ー
ズ

の
マ
ッ
チ
ン
グ
を
行
う
な
ど
日
頃
の
連

携
を
生
か
し
た
活
動
を
展
開
し
た
。

　

後
日
、災
害
連
携
訓
練
の
内
容
を
企

画
し
た
支
援
団
体
連
絡
会
議
、市
町
社

協
、学
識
経
験
者
か
ら
な
る
ワ
ー
キ
ン

グ
グ
ル
ー
プ
が
、訓
練
の
振
り
返
り
と

今
後
の
訓
練
に
つ
い
て
協
議
を
行
っ
た
。

　
参
加
者
か
ら
は
「
地
域
で
行
政
、
社

協
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
多
様
な
主
体
に
よ
る

連
携
の
重
要
性
が
確
認
で
き
た
」「
地
域

で
顔
の
見
え
る
関
係
が
で
き
た
」「
こ
の

訓
練
を
地
域
で
実
施
し
た
い
」「
南
海
ト

ラ
フ
巨
大
地
震
の
被
害
の
大
き
さ
を
改

め
て
実
感
す
る
反
面
、
被
害
想
定
が
困

難
」と
の
意
見
が
寄
せ
ら
れ
た
。
ワ
ー
キ

ン
グ
の
メ
ン
バ
ー
か
ら
も
「
行
政
や
住

民
参
加
に
よ
る
地
域
で
の
取
り
組
み
の

促
進
が
必
要
」「
内
陸
部
と
県
北
部
か
ら

県
南
部
の
海
沿
岸
部
へ
の
支
援
策
が
不

十
分
」
と
い
う
意
見
が
あ
り
、
今
後
は

被
害
想
定
を
よ
り
明
確
に
す
る
た
め
の

災
害
図
上
訓
練（
Ｄ
Ｉ
Ｇ
）の
実
施
や
、

県
北
部
か
ら
南
部
へ
の
支
援
（
受
援
）

等
、
実
際
の
流
れ
に
即
し
た
ワ
ー
ク
の

導
入
な
ど
の
充
実
を
図
っ
て
い
く
。
そ

し
て
来
年
度
は
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災

25
年
記
念
事
業
に
位
置
付
け
、
全
国
へ

発
信
す
る
。

　
今
後
も
、
災
害
時
に
多
様
な
主
体
が

連
携
し
て
支
援
活
動
が
行
え
る
よ
う
、

市
町
域
、
県
域
、
県
外
と
の
連
携
を
促

進
す
る
訓
練
や
連
携
会
議
な
ど
の
取
り

組
み
を
進
め
て
い
き
た
い
。

自
主
防
災
組
織
の
取
り
組
み

事
例（
岡
山
県
総
社
市
）

「災害は時を選ばない！」と夜間に実施した避難訓練
平成28年8月27日20時（下原地区）

災
害
連
携
訓
練
の
振
り
返
り

と
、今
後
の
取
り
組
み
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「ストップ・ザ・無縁社会」

地域での支え合い
http://stop-muen.jp

　宝塚市では、11月8日に「宝塚市社
会福祉大会」が開催され、住民や福祉
関係者ら約330名が参加しました。
記念講演では生活困窮者やホームレ
ス支援に取り組むNPO法人抱樸（ほ
うぼく）の奥田知志氏をお招きし、

「“助けてと言える地域へ。～共生のまちづくりをめざ
して～」と題して、当事者に寄り添う実践報告や切れ

目のない支援の大切さについて触れられました。
　また、地域活動者や障害福祉事業所による販売
コーナーや被災地物
産展、募金百貨店プ
ロジェクト事業所によ
る喫茶コーナーも設
けられ、多くの参加者
でにぎわいました。

6

ＴＯＰＩＣＳ

　11月20日、川西市キセラホールにおいて、県・
県社協・川西市・川西市社協の共催により、第67回
兵庫県社会福祉大会が開催されました。県政150
周年を記念した同大会は、「ストップ・ザ・無縁社会」
全県キャンペーンの協賛事業でもあり、県内各地
から社会福祉関係者ら約1,000名が参加しました。

第67回兵庫県社会福祉大会で730の個人・団体を表彰

　養父市では、10月27日に「養父市地域づくりフォー
ラム」が開催され、地域住民や福祉関係者ら210人が
参加しました。この日は「地域をもっ
と元気に！出来ることから始めてみよ
う」と題し、mottoひょうご事務局長
の栗木剛氏から、支え合い・助け合い
の地域づくりやボランティア活動に
ついての講演がありました。

住民同士の支え合い、助け合い活動の活性化のために

県内各地で地域フォーラムが開催されています！

“助けて”と言える地域へ

　第１部の表彰式典では、永年にわたり社会福
祉の向上に貢献された730の個人・団体が表彰
されました。
　第2部では、川西市名誉市民の
古田敦也氏（元プロ野球選手・監
督、野球解説者）をお招きし、「と
もにつながり　支え合う」をテー
マに記念講演が行われました。

　また、同会場におい
て障害者福祉施設・
事業所が物品を販売
し、多くの来場者が立
ち寄りました。

　また、住民同士の支え合い活動を実践する、五十波
福祉連絡会「e生活応援し隊」（宍粟市）、くらしの助け
合いの会「なんなっと」（豊岡市）、地域ふれあいの家
「ほっとハート」（養父市）が発表し、広瀬栄養父市長よ
りコメントがありました。参加者からは「各地域の積極
的な活動事例を聞き、大変参考になりました」「同世代
が同世代を支える時代。いつまでも元気で地域のため
に活動がしたいと思います」と感想が寄せられました。

いー

いかば
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地域で支え合い、地域を元気にする
取り組みを紹介します。

　今回は、芦屋大学の中にある障害者就労支援スペー
ス「あしかふぇ」を紹介するよ。就労支援センターワー
クキューブと芦屋大学が協働し、大学生ボランティアも
関わりながら運営しているんだ。誰もが気軽に利用でき
る場所なんだって。

　
障
害
の
あ
る
ス
タ
ッ
フ
は
常
時
7
〜
10

名
が
働
き
、給
仕
や
レ
ジ
、学
生
食
堂
で
の

ワ
ゴ
ン
販
売
等
に
協
力
し
て
取
り
組
む
。

同
年
代
の
若
者
と
触
れ
合
い
な
が
ら
就
労

を
通
し
て
社
会
と
の
つ
な
が
り
を
実
感

す
る
。で
き
る
こ
と
が
増
え
、人
の
役
に
立
っ

た
と
感
じ
る
こ
と
で
自
信
に
つ
な
が
る
。

広
々
と
し
た
明
る
い
雰
囲
気
の
中
で
は
、

自
然
に
笑
顔
に
な
る
と
い
う
。

　
ま
た
、学
生
に
と
っ
て
実
践
的
な
学
び
の

場
と
な
っ
て
い
る
だ
け
で
な
く
、自
然
に

障
害
者
と
触
れ
合
う
中
で
理
解
と
配
慮
を

学
ん
で
い
る
。中
村
氏
は「
最
初
は
戸
惑
い

も
見
え
た
が
、今
は
お
互
い
を
認
め
合
い

自
然
と
生
活
で
き
て
い
る
こ
と
が
何
よ
り

の
成
果
だ
」と
話
す
。障
害
の
あ
る
ス
タ
ッ
フ

と
学
生
の
双
方
に
学
び
が
あ
り
、w
in-

w
i
n
の
関
係
が
構
築
さ
れ
て
い
る
。

　
障
害
者
就
労
支
援
ス
ペ
ー
ス「
あ
し
か

ふ
ぇ
」（
以
下
、「
あ
し
か
ふ
ぇ
」）は
、阪
神

間
か
ら
大
阪
湾
が
一
望
で
き
る
ロ
ケ
ー

シ
ョ
ン
に
あ
る
芦
屋
大
学
福
山
記
念
館

の
５
階
に
常
設
さ
れ
た
カ
フ
ェ
。窓
か
ら

差
し
込
む
光
が
店
内
を
照
ら
し
、香
ば
し

い
コ
ー
ヒ
ー
の
香
り
と
心
地
よ
い
音
楽

が
流
れ
て
い
る
。

　
き
っ
か
け
は
、あ
し
か
ふ
ぇ
を
立
ち
上

げ
た
一
人
で
あ
る
芦
屋
大
学
臨
床
教
育
学

部
特
任
教
授・学
長
室
室
長
の
中
村
光
男

氏
の
呼
び
か
け
。日
常
生
活
の
中
か
ら
障

害
者
と
学
生
が
共
生
社
会
を
体
感
す
る
こ

と
を
目
的
に
、素
晴
ら
し
い
ロ
ケ
ー
シ
ョ

ン
で
未
利
用
の
ス
ペ
ー
ス
を
活
用
し
て
カ

フ
ェ
を
共
同
運
営
で
き
る
事
業
所
を
募
集

し
た
。そ
こ
に
手
を
挙
げ
た
の
が
、就
労
継

続
支
援
A
型
事
業
所
の
就
労
支
援
セ
ン

タ
ー
ワ
ー
ク
キ
ュ
ー
ブ
代
表
の
鍋
島
奈
穂

子
氏
。芦
屋
市
障
害
福
祉
課
の
助
言
を
参

考
に
、大
学
の
共
生
社
会
を
目
指
す
取
り

組
み
と
し
て「
障
害
者
の
雇
用
促
進
」「
学

生
の
学
び
」「
社
会
貢
献
」を
テ
ー
マ
に
平

成
29
年
1
月
に
オ
ー
プ
ン
し
た
。現
在
は

メ
ニ
ュ
ー
も
増
え
、パ
ン
や
焼
き
菓
子
、

ド
リ
ン
ク
を
販
売
し
て
い
る
。

　
鍋
島
氏
は「
障
害
者
が
働
く
環
境
を
当

た
り
前
に
思
う
学
生
が
、あ
し
か
ふ
ぇ
で

感
じ
た
こ
と
を
発
信・実
践
す
る
こ
と

で
、共
生
社
会
の
礎
を
築
く
こ
と
が
で
き

る
」と
に
こ
や
か
に
話
す
。今
後
は
学
生

と
協
働
し
、地
域
の
方
に
も
幅
広
く
あ
し

か
ふ
ぇ
を
利
用
し
て
も
ら
え
る
よ
う
新

た
な
企
画
を
検
討
し
て
い
る
。

　
障
害
者
が
社
会
で
働
き
や
す
く
な
る

仕
組
み
を
作
り
、だ
れ
も
が
自
分
ら
し
く

生
き
る
こ
と
が
で
き
る
共
生
社
会
を
目

指
し
、あ
し
か
ふ
ぇ
の
取
り
組
み
が
各
地

に
広
が
る
こ
と
を
願
っ
て
い
る
。

「
あ
し
か
ふ
ぇ
」の
設
立
の
き
っ
か
け

就
労
の
場
で
あ
り
学
び
の
場

さ
ら
に
利
用
し
や
す
く

取材を終えて
あしかふぇは、ユニバーサル社会づくりひょうご推
進会議会長賞を受賞した産官学連携の取り組みで
す。お互いを知ることに共生社会の実現があるの
だと感銘を受けました。スタッフの笑顔とロケー
ションがとても素敵です。みなさんもぜひ足を運
んでみてください。

障害者と学生が
笑顔になれる場所へ
～障害者就労支援スペース「あしかふぇ」～

障害者就労支援スペースあしかふぇ
芦屋大学 福山記念館5F　芦屋市六麓荘町13-22

TEL 0797-23-0661（代）
営業時間　11:00～14:00（月～金）

障害のあるスタッフによる丁寧なレジ接客

ゆったりとくつろげるソファーから眺望できる素敵
な景色
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11
月
11
日
〜
17
日
、県
社
協
職
員
１

名
と
県
内
市
町
社
協
３
名
が
、「〝
エ
イ

ジ
レ
ス
社
会
〞海
外
福
祉
事
情・調
査
研

修
」（
主
催：一般
財
団
法
人
大
阪
府
地
域

福
祉
推
進
財
団
）に
参
加
し
た
。本
会
が

設
置
す
る
岡
本
基
金
の
助
成
を
受
け
、

福
祉
先
進
国
と
呼
ば
れ
る
ス
ウ
ェ
ー
デ

ン
と
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
を
訪
問
し
、高
齢
者

福
祉
施
設
と
在
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業

所
の
取
り
組
み
を
視
察
し
た
。

　
「
テ
ラ
ス・フ
リ
ー
テ
ィ
ー
ズ
セ
ン

タ
ー
」（
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
市
）で
は
、体

操
や
映
画
上
映
、図
書
の
貸
し
出
し
な

ど
を
通
じ
た
高
齢
者
の
余
暇
活
動
の
支

援
状
況
を
視
察
。高
齢
者
自
身
の
意
向

を
反
映
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
づ
く
り
に
参

加
者
の
関
心
が
引
き
つ
け
ら
れ
た
。

　
こ
の
ほ
か
、

現
地
の
利
用
者

と
直
接
会
話
す

る
場
面
な
ど
も

あ
り
、我
が
国

の
福
祉
を
見
つ

め
直
す
機
会
と

な
っ
た
。

福
祉
の
仕
事
探
し
を
応
援
！

　

11
月
30
日
、
県
福
祉
セ
ン
タ
ー
で

県
社
協
社
会
福
祉
政
策
委
員
会
主
催

の「
第
2
回
社
会
福
祉
情
勢
セ
ミ
ナ
ー
」

を
開
催
し
、
社
協
や
社
会
福
祉
法
人
の

役
職
員
ら
約
5
0
名
が
参
加
し
た
。

　
改
正
社
会
福
祉
法
に
よ
り
ガ
バ
ナ
ン

ス
強
化
や
透
明
性
の
向
上
、
財
務
規
律

の
強
化
が
求
め
ら
れ
る
状
況
を
踏

ま
え
、「
法
人
制
度
改
革
と
理
事
・
監

事
・
評
議
員
が
注
意
す
べ
き
ポ
イ
ン
ト
」

と
題
し
、
監
査
法
人
彌
榮
会
計
社

代
表
社
員
で
公
認
会
計
士
の
薩
摩
嘉
則

氏
を
講
師
に
招

い
た
。

　
薩
摩
氏
は
、

改
正
社
会
福
祉

法
に
対
応
す
る

書
類
の
様
式
例

の
ほ
か
、
指
導

監
査
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
理
解
し
自
己
点

検
が
で
き
る
チ
ェ
ッ
ク
ツ
ー
ル
を
紹
介

し
な
が
ら
、
ガ
バ
ナ
ン
ス
強
化
の
ポ
イ

ン
ト
に
つ
い
て
講
義
を
行
い
、
各
法
人

の
経
営
基
盤
の
強
化
に
向
け
て
着
実
な

実
行
を
呼
び
か
け
た
。

社
会
福
祉
法
人
の
役
員
ら

法
人
経
営
の
ポ
イ
ン
ト
を
確
認

　
12
月
６
日
、神
戸
市
内
で「
地
域
共
生

社
会
の
実
現
に
向
け
た
私
た
ち
の
役
割
」

を
テ
ー
マ
に
近
畿
圏
内
の
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
（
以
下
、「
セ
ン
タ
ー
」）

の
職
員
を
対
象
に
「
兵
庫
セ
ミ
ナ
ー
」

を
開
催
し
、
2
0
0
名
を
超
え
る
参
加

が
あ
っ
た
。

　
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
慶
應
義
塾
大
学
大
学

院
の
堀
田
聡
子
教
授
よ
り
、「
地
域
包
括

ケ
ア
か
ら
地
域
共
生
社
会
へ
」
と
題
す
る

基
調
講
演
が
あ
り
、
生
活
支
援
と
地
域
づ

く
り
を
目
指
す
こ
れ
か
ら
の
セ
ン
タ
ー
像

の
提
起
が
あ
っ
た
。

　
続
い
て
、
金
沢
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
と
び
う
め
の
中
恵
美
氏
、
た
つ
の
市

地
域
包
括
支
援
課
の
糺
裕
子
氏
を
パ
ネ
リ

ス
ト
に
迎
え
、
地
域
で
の
実
践
報
告
と
と

も
に
、「
地
域
共
生
社
会
の
実
現
に
向
け

た
私
た
ち
の
役
割
」
に
つ
い
て
討
議
し
た
。

　
今
回
の
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
地
域
共
生

社
会
の
実
現
と
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム

の
深
化
・
推
進
に
向
け
て
、
今
後
、一人

一
人
の
暮
ら
し
と
生
き
が
い
を
支
え
る

地
域
包
括
ケ
ア
の
中
核
を
担
う
セ
ン
タ
ー

の
役
割
を
確
認
す
る
機
会
と
な
っ
た
。

地
域
共
生
社
会
の
実
現
に
向
け
て

「
兵
庫
セ
ミ
ナ
ー
」を
開
催
！

　
県
福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー
で
は
、
身
近

な
地
域
で
の
無
料
職
業
紹
介
を
は
じ
め
、

施
設
や
求
人
の
情
報
提
供
、
資
格
取
得

な
ど
の
就
職
活
動
の
相
談
に
応
じ
て
い

る
。
ま
た
、
就
職
フ
ェ
ア
や
職
場
見
学
バ

ス
ツ
ア
ー
な
ど
も
開
催
し
て
い
る
。

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン・フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の

高
齢
者
福
祉
を
視
察

※実施事業の詳細は、兵庫県福祉人材センター
　のホームページをご覧ください。
　URL : https://www.hyogo-wel.or.jp/work

住　　所 加古川市加古川町寺家町
177-12

会　　場第２回
福祉の就職総合フェア
日　時 ： 平成31年3月14日（木）
　　　   13：00～17：00

場　所 ： 神戸国際展示場1号館
　　　　2階展示室

参加法人数 ： 130法人
※入場無料、申込不要、入退場自由、
　履歴書不要、無資格・未経験OK！

加古川市総合福祉会館2階

対象地域 東播磨・北播磨

開設日程 第1･3･5水曜日

窓口時間 13：00～17：00

ひょうごの福祉
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12
月
３
日
、近
畿
陸
運
協
会
か
ら
社
会

福
祉
の
増
進
の
た
め
、県
社
協
に
50
万
円

の
寄
付
を
い
た
だ
い
た
。

　
同
協
会
は
、昭
和
47
年
か
ら
毎
年
、近

畿
の
各
府
県
社
協
へ
寄
付
を
継
続
し
て

い
る
。寄
付
金
は
、県
社
協
2
0
2
0
年

計
画
に
基
づ
く
各
種
事
業
の
推
進
に
活

用
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

　

12
月
4
日
、尼
崎
市
内
で
開
催
さ
れ

た「
第
26
回
社
会
福
祉
ぱ
ち
ん
こ
競
技

大
会
」に
お
い
て
、兵
庫
県
遊
技
業
組
合

連
合
会
青
年
部
会
か
ら
障
害
者
福
祉
の

充
実
に
向
け
て
50
万
円
の
寄
付
を
い
た

だ
き
、隅
田
事
務
局
長
よ
り
感
謝
状
を

贈
呈
し
た
。

寄
付
金
は
、

障
害
者
福

祉
の
推
進

の
た
め
に

有
効
に
活

用
す
る
。

　日常の会計・決算作業における誤りやすい点か
ら一つご紹介します。社会福祉充実残額（いわゆ
る余裕財産）算定シートに基本金の金額を入力す
る箇所が２カ所あります。基本金とは、次の使途
に充てるものとして指定されて収受した寄付金で１
号から３号に分けられます。

　社会福祉充実残額は、「活用可能な財産」から「社
会福祉法に基づく事業に活用している不動産等」

社会福祉事業経営相談室だより
※「一般相談」は月・水・金曜日、「専門相談（公認会計士）」は第１水曜日の
10：00～17：00に相談員を配置しています。TEL：078-271-1230

決算時の会計処理 ～基本金について～

寄
付・寄
贈
の
お
礼

地
域
福
祉
の
推
進
に
寄
付

障
害
者
福
祉
の
充
実
に
寄
付

　
12
月
11
日
、県
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
生
命

保
険
協
会
兵
庫
県
協
会
に
よ
る
福
祉
巡

回
車
と
車
い
す
の
贈
呈
式
が
開
催
さ
れ

た
。平
成
元
年
か
ら
始
ま
っ
た
寄
贈
は
、

今
年
で
30
回
目
。長
年
に
わ
た
る
県
内
の

福
祉
の
充
実・発
展
に
つ
な
が
る
取
り
組

み
に
対
し
、吉
本
会
長
か
ら
感
謝
状
を
贈

呈
し
た
。

　
今
年
度
は
、地
域
福
祉
の
推
進
の
た
め

に
福
祉
巡
回
車
が
県
社
協
に
１
台
、車
い

す
が
市
町
社
協（
９
ヵ
所
）に
16
台
贈
ら

れ
た
。車
い
す
は
、住
民
へ
の
貸
出
し
や

福
祉
学
習
な
ど
暮
ら
し
に
身
近
な
場
面

で
役
立
て
ら
れ
る
。

車
両・車
い
す
を
社
協
へ
寄
贈

などの控除対象財産を差し引いて計算します。こ
の「活用可能な財産」（＝資産－負債－「基本金」－
国庫補助金等特別積立金）の算定で控除する「基
本金」は、１号から３号まですべてです。しかし、「社
会福祉法に基づく事業に活用している不動産等」
（＝「財産目録により特定した事業対象不動産等」
合計－対応負債合計－「対応基本金」－国庫補助金
等特別積立金）の算定で控除する「対応基本金」は、
１号と２号だけです。ここでの「対応基本金」の
控除は、「活用可能な財産」の算定で控除済なので、
二重控除を避けるためになされますが、３号基本
金は運転資金に充てられ､そもそも「財産目録によ
り特定した事業対象不動産等」と直接関係するも
のではないため、「対応基本金」には含まれません。

１号基本金：社会福祉法人の設立並びに施設の創設及び
増築等のための基本財産等の取得

２号基本金：１号の資産の取得等に係る借入金の
元金償還に充てるもの

３号基本金：施設の創設及び増築時等に運転資金に
充てるもの
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I N F O R M A T I O N

平成３1年度 介護支援専門員研修（資格更新に必要となる研修）の概要について
・介護支援専門員の資格更新に必要となる各種法定研修の受講申込期間等は下記の通りです。
・下表の記載内容は、全て平成30年12月時点の予定です。

研修名

更新研修Ｂ
再研修

専門研修Ⅰ
更新Ａ（前期）

専門研修Ⅱ
更新Ａ（後期）

研修日数
（研修時間）

10日間
（54時間）

10日間
（57.5時間）

6日間
（33.5時間）

受講
申込期間

2019年2月1日
～2月20日

2019年2月5日
～2月25日

2019年7月26日
～8月13日

研修
実施期間

2019年4月3日
～2019年8月30日

2019年4月15日
～2019年8月22日

2019年10月29日
～2020年2月13日

助成金情報

行事予定

普及に寄与するための助成を行います。
対　象　児童、青少年の健全育成の向上を目

的とした体験活動、およびスポーツの
振興に関する事業を積極的に行い、
または奨励している「障がいのある子
供たちへの支援活動」や「児童養護施
設の子供たちへの支援活動」などの
指定分野に当てはまる団体

助成額　1件あたり上限300万円
締切り　平成31年2月28日（木）消印有効
●問　●申　公益財団法人ノエビアグリーン財団 
　　　　事務局
　　　　TEL 03-5568-0305
U R L　https://www.noevirgreen.or.jp/

兵庫県ユニバーサル推進課
第14回兵庫県障害者芸術・文化祭「美
術工芸作品公募展」作品募集
県内に在住する障害者から絵画、書道、写真、
工芸・その他（彫塑、立体作品、ＣＧアート等）（手
芸、魚拓、珍木、盆石は除く）を募集します。
開催期間　平成31年3月1日（金）～3月3日（日）
会　場　兵庫県立美術館 ギャラリー棟3階
　　　　ギャラリー
締切り　平成31年2月1日（金）必着
●問　●申　兵庫県健康福祉部障害福祉局
　　　　ユニバーサル推進課
　　　　TEL 078-362-4090

1.17ひょうごメモリアルウォーク2019
参加者募集
阪神・淡路大震災時を思い起こしながら、緊急

県社協「ひょうごボランタリープラザ」のWEBサイ
ト（https://www.hyogo-vplaza.jp/）では助成金
情報を多数掲載しています。ぜひご活用ください。

兵庫県復興支援課
平成30年7月豪雨（岡山県）復興サポート
事業
対　象　阪神・淡路大震災その他の自然災害

での支援活動の経験がある団体又は
同等の支援活動を行うことができる
と認められる団体

助成額　1回につき15万円以内
受付期限　随時受付（事業開始日の10日以上前

に申請）
●問　●申　兵庫県企画県民部防災企画局復興支援課
　　　　TEL 078-362-4336
U R L　https://web.pref.hyogo.lg.jp/kk41/
　　　　okayamasupport.html

公益財団法人中山視覚障害者福祉財団
事業助成金
対　象　兵庫県および県内の各市町に関わる視覚

障害者福祉関係団体、民間の視覚障害者
福祉等を目的とした非営利法人・団体

助成額　1件5万円以上100万円以内（総額
300万円以内）　　　　

締切り　平成31年2月28日（木）消印有効
●問　●申　公益財団法人中山視覚障害者福祉財団
　　　　TEL 078-271-6370
U R L　http://www.nakayama-zaidan.jp/

公益財団法人ノエビアグリーン財団
助成事業（団体）
児童、青少年の健全な育成や、スポーツの発展、

時の避難路や救援路を歩き、防災意識を新た
にするとともに、ゴールとなるHAT神戸・なぎさ
公園で開催される「1.17のつどい」に参加しま
せんか。
日　程　平成31年1月17日（木）
内　容　一般ウォーク、1.17のつどい（追悼行

事）、交流ステージ、交流ひろば、防災
訓練

●問　●申　ひょうご安全の日推進県民会議事務局
　　　　TEL 078-362-9984
U R L　https://web.pref.hyogo.lg.jp/kk41/
　　　　ansennohi.html

　　　5日 平成31年新年福祉のつどい　
◆神戸ポートピアホテル

　 15日～ 第21回介護支援専門員実務研修
◆神戸ファッションマートほか

  16・17日 東日本大震災 被災者招へい事業
◆神戸市内

　　 18日 会計実務担当者研修（予算・決
算編）　　　　　　　　　　　
◆県立のじぎく会館

　　 24日 経営協 第250回理事会・都道府
県経営協セミナー　　　　　　
◆神戸メリケンパークオリエンタ
ルホテル

　　 28日 第3回社会福祉法人連絡協議会
代表者等連絡会　　　　　　　
◆県農業会館

 第2回地域公益活動推進セミナー
◆県農業会館

　　 29日 相談面接技術研修（中級）　　
◆関西学院大学

 福祉人材確保定着力向上研修
（神戸会場）　　　　　　　　　
◆県福祉センター

　　 11日 ＮＰＯ法２０年全県フォーラム　
◆県中央労働センター

　　 14日 第2回社会福祉研修委員会 　　
◆県社会福祉研修所

　　 15日 福祉人材確保定着力向上研修
（姫路会場）　　　　　　　　　
◆じばさんびる

  20・21日 相談面接技術研修（初級）　　
◆県社会福祉研修所

　　 23日 福祉のしごと職場見学バスツ
アー（神戸コース）　　　　　　
◆六甲の館・サニーヒル

　　 28日 ひょうごボランタリー基金助成事
業報告会・ネットワーク会議　　
◆クリスタルホール

1月

2月

募集

研修・イベント

見
や
す
い
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン

フ
ォ
ン
ト
を
採
用
し
て
い
ま
す
。

●
ひ
ょ
う
ご
の
福
祉
 第
815号

　
●
発
行
所
／
社
会
福
祉
法
人
 兵
庫
県
社
会
福
祉
協
議
会
　
〒
651-0062　

神
戸
市
中
央
区
坂
口
通
2丁
目
1番
1号
　
TEL 078（

242）4633　
FAX 078（

242）4153
平
成
31年

1月
1日
発
行
（
毎
月
1回
1日
発
行
）
定
価
150円

　
昭
和
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集
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●
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